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1. は じめ に




食事か らのカ ドミウムお よび鉛の摂取量 の実態を明





光光度計を用いてカ ドミウムお よび鉛量 の測定を行
う。
1.測 定試料の作成=湿 式灰化
 収集 した食事検体を食品別に秤量 し,栄 養計算の







 検 体6.ogを 秤量 してテ フ ロン製試 験管 に と り,
濃 硝酸5.Omlと 硫 酸0.1mlを 加 え て80。C 30分 間
加熱 し,次 い で温 度を120。Cに 上 げ,約3時 間加熱
後冷 却す る。温度 が室温 まで下 が った ことを確認 し
た後,過 塩素 酸2.Oml・ 濃硝 酸5.Omlを 加 え150～
170。Cで 再加 熱す る。清 澄 な溶 液(約0.3ml)と な
った と ころで 湿式 灰 化 を 完 了 す る。 放 冷 後 に塩 酸
0.1ml,濃 硝酸0.1mlを 加 え,再 蒸 留 水 で液量 を10
mlに 調整 す る。
2.原 子 吸光法
 測定用試 料 はカ ドミウム測 定 に際 しては25倍 に稀
釈,鉛 測定 で は原 液 または2倍 に稀 釈 して用 い る。
標 準添 加用 カ ドミウムは0,0.5,1.0μg〃 溶 液を,
標 準添 加用鉛 は0,20,40μg〃=溶 液 を調整 し,そ れ
ぞれ をオ ー トサ ンプ ラー用容 器 に分 注 して測 定に供
す る。 ブラン クにつ いて も測 定試 料 と同様 に稀 釈す
る。
1)カ ドミウム測 定
 日立 ゼー マ ン原 子 吸 光装 置(モ デルZ-8100)に
オ ー トサ ンプ ラー(モ デ ルssc-220)を 用 い,フ レー
ム レス原 子吸光法 に よ り測定 す る。 光源 は カ ドミウ
ムホ ロ ウカ ソー ドラ ンプ(日 立),グ ラフ ァイ ト炉
はチ ュー ブタイ プ(モ デル180-7400)を 用 い る。




ランプ電流: 7.5mA 測定 標準添加
測定波長 228.8 nm 測定信号 パックグラウンド補正(ゼーマン補正)
スリット 1. 3 nm 測定繰り返し回数: 標準1，未知l
キュベット チューブタイプ 演算方法 ピーク高さ
加熱方法 光温度制御 ピーク幅の指定 10% (ピーク幅のみ)
試料量 20 ul 濃度単位 μ~g/ 1 
キャリアガス: アルゴン 標準試料l 0.00 
標準試料2 0.50 
標準試料3 1. 00 
B カドミウム温度プログラム
調日 定 段 階 開始(OC温)度 終了(OC温)度 時 間 キャ(mリ1/アmガス(秒) in) 
乾 燥 (RAMPmode) 80 120 30 200 
灰 化 (RAMPmode) 120 300 5 200 
灰 イヒ (STEP mode) 300 300 15 200 
原子化 (STEPmode) 1600 1600 10 20 




測定波長 283.3 nm 
スリット 1. 3 nm 
キュベット チューブタイプ
加熱方法 光温度制御
試料量 20 ul 
キャリアガス: アルゴン
B 鉛温度プログラム
調U 定 段 階 開始(。温C)度
乾 燥 (RAMPmode) 80 
灰 化 (RAMPmode) 120 
灰 化 (STEPmode) 400 
原子化 (STEPmode) 2000 
クリーン (STEPmode) 2700 











終了(。温C)度 時 間 キャ(mり1/アmガス(秒) in) 
120 30 200 
400 5 200 
400 15 200 
2000 7 20 







































































































0， 0.5， 1.0μ:g/l 0.118 0.18 0.20 







MD添加 0.144 0.280 








































































































































① 33%硝酸アンモニウム ② 10%アンモニア EDTA ③ 10%リン酸カリウム













MDの種類 濃 度 レファレンス 1レファレンス 2
石海駿アンモニウム 28.67 0.165 0.139 
サンプル l 』ーーーーーー唱ーーーーー・ーーーー 晶』ーーーーーーーー骨--ーーーーー ーーーー・・ー』ーーーーーー----- ーーーーーーーーー』ーーーーーーーー・
リン酸カリウム 48.15 0.522 0.250 
硝酸アンモニウム 59.36 0.175 0.115 
サンプル 2 ーーーーーーーー・ーーーーーーーーー ーー『ーーーーーーーーーーーーーー- ーーーーーーーーーーーーーーーーーー ー一ーーーーーーー『ーーーー』晶ーー.































a b C d 
S: MD=1: 1 S: MD=2: 1 S: MD=3: 2 S: MD=4: 1 
濃 度 サンプル l 60.36 54.93 37.25 45.49 
(μg/l) サンプル2 63.52 56.27 50.40 
(S: MD =測定試料:マトリックスモディファイア)
F キャリアガス流量による変化
流 量 濃度 (μg!l) 検量線の傾き
サンプル 1 1. 50 0.044 
20 ml/min ーーーーーーーーー・ーーーー- ーーーーーーーー-_--ーーー"ーー・ーーー ーーーーーーーー 寸
サンプル2 23.85 0.048 
サンプル l 1. 33 0.030 
30 ml/min -ーーーーー・由』ーーーーーーー ーー噂圃押ー'ーーーーーーーーーー曲曲ーー-ーー ーーーーーー幽ーーーーーーーーーーーーーーーー






























































2) T. Watanabe， H. Fujita and M.lkeda: 
A semiautomated system for analysis of metals 
in biological materials and its application to 
mass determination of cadmium in blood. Tox-
icology Letters， 13: 231-238 1982 
3) T. Watanabe， A. Koizumi， H. Fujita， M. 
Kumai and M. Ikeda: Cadmium levels in the 
blood of inhabitants in nonpolluted areas in 
Japan with special reference to aging and smok-
ing. Environ. Res.， 32: 472-483 1983 
4) T. Watanabe， N.Ishida and M.lkeda: Com-
parative study on determination of lead in 
blood by flame and flameless atomic absorption 
spectrophotometry with and without wet diges-
tion. Int. Arch. Occup. Environ. Health， 39: 121 
-126 1977 
5) T. Watanabe， H. Fujita， A. Koizumi， K. Chiba， 
M. Miyasaka and M. Ikeda: Baseline level of 
blood lead concentration among J apanese 
farmers. Arch. Environ. Health， 40: 170-176 
1985 
6)不破敬一郎，下村 滋，戸田昭三編，最新原子
吸光分析 1，pp 225-250，贋川書庖 1982
